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上下水道局 総務課

【資料１－２】



１ 下水道の概要

下水道とは？
・雨水及び汚水を，地下水路で集めた後に，川などへ戻す設備

や施設全体

➡主なものとして，下水管，マンホール，下水処理場など

・下水管は２種類

➡雨水を流す「雨水管」，生活排水を流す「汚水管」
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雨水 ➡ 雨水管 ➡ 河川

汚水（生活排水） ➡ 汚水管 ➡ 下水処理場で浄化 ➡ 河川
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２ 下水道の役割

①浸水防除

②公衆衛生の向上

③公共用水域の水質保全

★生活環境を快適に保つための「必要不可欠なインフラ」
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国土交通省HPより



３ 柏市の下水道整備

・昭和３５年，柏駅周辺から整備を開始

・雨水と汚水をそれぞれの専用管で流す，
「分流式」を基本として整備されてきた

・管渠延⾧ 約１,３３０㎞
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汚水管
・人口普及率 ９０.５％ （千葉県平均 ７６.１%）
・不具合が出始める３５年以上経過する管が増えてきている
➡新設整備から，改築・修繕の老朽化対策へシフトしている

雨水管
・雨水幹線整備率 約２２％
➡新たな浸水被害地区も発生しており，浸水被害対策が強く
求められている
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４ 柏市の汚水処理
処理割合
・手賀沼終末処理場 ９６％
・江戸川第二終末処理場 ４％

※江戸川第二終末処理場の場所は市川市のため表記なし ６



・各々の流域内の汚水が広域的に集められ，一括して浄化処理されている

終末処理場 流域内の市

手賀沼
（手賀沼流域下水道）

７市
柏市・我孫市・流山市・松戸市・
鎌ケ谷市・ 印西市・ 白井市

江戸川第二
（江戸川左岸流域下水道）

８市
柏市・市川市・松戸市・流山市・
野田市・ 船橋市・浦安市・鎌ケ谷市

・処理場等の管理・運営
➡「流域下水道」として千葉県が行っている

・市町村が個々に下水を処理するよりも効果的

・各市は，汚水処理量に応じた負担金を千葉県に支払っている
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手賀沼終末処理場 全景写真


